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問題１   
コロイド溶液の性質（設問 (1)~(3)）や浸透圧の理解度（設問 (4)~(5)），化学平衡に関する

理解度（（設問 (6)）を問うた。理解度を評価するため，基礎的な用語を問うとともに，特に

浸透圧と化学平衡については，反応式をたてて，論理的に正答を導くことができるかどう

か試した。  
 
 

問題２   
アルカリ金属を題材とした総合的な問題から，無機化合物に係る基礎的知識，電気分解

における基礎的な理解度，および状態変化における熱化学の理解度を問うた。理解度を評

価するために，イオン反応式や化学反応式を立てて論理的に正答を導くことが出来るかど

うか試した。  
 
 

問題３   
医薬品として用いられている芳香族化合物を題材に，有機化合物の構造と反応性に対す

る理解力を問う問題とした。特に，エステルの合成と加水分解，アゾカップリング反応に

関する知識の応用力とモル概念の理解力を見る問題としている。スルファニルアミドにつ

いては，高校の教科書には記載されていない場合があるが，問題文中の説明で正答を得る

のに十分な情報は提供しており，ここで説明された概念を理解し，用いる力も求めた。  
 
 

問題４   
主要な天然高分子化合物であるデンプンとセルロースについての出題である。これらはい

ずれもグルコースを構造単位とした化合物であるが，構造，化学的性質，酵素分解性や応

用性に違いがある。これらに関する理解力と計算力を問うた。  

 

 


















